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市職員が
出前講座
（後期分）

　

市
職
員
が
、
市
民
団
体
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
、
行
政
の

仕
組
み
や
事
業
、
施
策
な
ど
市

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立

つ
テ
ー
マ
で
お
話
し
を
す
る

「
出
前
講
座
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
後
期
（
12
月
１
日

か
ら
）
で
開
講
す
る
出
前
講
座

は
表
の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
で
き
る
団
体　
市
内
在

住
・
在
勤
の
人
で
構
成
す
る
団

体■
講
座
時
間
・
人
数　
意
見
交

換
を
含
め
て
１
時
間
程
度
で
、

最
低
開
催
人
数
は
10
人
（
利
用

無
料
）。

※
会
場
の
手
配
や
開
催
の
お

知
ら
せ
、
当
日
の
進
行
は
申
し

込
ま
れ
た
団
体
で
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
し
込
み　
開
催
日
１
カ
月

前
ま
で
に
、
申
込
書
（
市
民
協

働
推
進
課
や
市
内
公
共
施
設
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
協
働
推
進
課
へ
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策　

広
い
会
場
を
確
保

し
、
３
密
を
避
け
る
対
策
（
換

気
、
マ
ス
ク
着
用
、
人
数
制
限

な
ど
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
開

催
時
期
の
見
直
し
な
ど
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令和４年度八幡市後期出前講座一覧
マイナンバー制度について 動物の愛護および管理について フレイル(心身の衰え)について
第５次八幡市総合計画について ごみの分別について 木造住宅耐震化事業について
行財政改革について 八幡市の観光について 高齢者運転免許証返納と公共交通について
広報やわたについて 魅力的で身近な商店街とは 公園の維持管理について
個人情報保護制度と情報公開制度について 民生委員・児童委員について 橋の維持管理について
八幡市での生活オリエンテーション（外国人受入企業向け）災害時要援護者支援対策事業について 火災予防について
悪質商法について 障がい福祉サービスについて 応急手当について
八幡市の財政状況について 障害者差別解消法について 上下水道事業の経営状況について
防災について 手話を知ろう 水道施設について
避難所の運営について 要約筆記について 下水道の維持管理について
八幡市防災アプリの使用法について 児童虐待について 生涯スポーツについて
タイムラインの作成について ヤングケアラーについて 八幡市の歴史について
公金の収納について 認定こども園について 生涯学習のすすめ
戸籍について 介護保険制度について 生活に図書館を！
人権問題について 認知症サポーター養成講座 「子どもの読書」どうしたら？
女性の人権について（一般向け） 八幡市健幸づくり政策について 地方議会について
女性の人権について（事業所向け） 国民健康保険について 選挙について
地球温暖化問題について 高齢者医療制度について

　

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を

テ
ー
マ
に
、
落
語
家
・
桂
南
光

さ
ん
ほ
か
に
よ
る
落
語
会
と
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

楽
し
く
学
ん
で
、
消
費
者
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

※
参
加
無
料
。

■
日
時

12
月
10
日
（
土
）
開

場
は
午
後
１
時
〜
、
開
演
は
午

後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
予

定
）

■
場
所　
文
化
セ
ン
タ
ー　

大

ホ
ー
ル

■
定
員　
５
０
０
人

■
出
演
者　
桂　

南
光
さ
ん
、

桂　

米
二
さ
ん
、
桂　

二
豆
さ

ん
、
二
之
宮
義
人
弁
護
士　

ほ

問市民協働推進課（☎983‒5749）

や
さ
し
い
日
本
語
の
ポ
イ
ン
ト　
　
　
　
　
　
　
　

【
は
さ
み
の
法
則
】

　
「
は
っ
き
り
言
う
」「
さ
い
ご
（
最
後
）
ま
で
言
う
」

「
み
じ
か
く
（
短
く
）
言
う
」
の
頭
文
字
を
と
っ
た
も

の
で
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
う
と
き
の
基
本
的
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

１
「
は
っ
き
り
言
う
」

　

明
瞭
な
論
理
で
話
す
、
明
瞭
に
発
音
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
た
だ
し
、「
ゆ
っ
く
り
話
す
」
と
か
え

っ
て
わ
か
り
に
く
く
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

２
「
さ
い
ご
（
最
後
）
ま
で
言
う
」

　

文
末
を
あ
い
ま
い
に
し
た
ま
ま
相
手
の
返
事
を
待
つ

の
は
日
本
語
の
独
特
な
会
話
方
法
で
す
。
外
国
人
と
接

す
る
時
は
、
最
後
ま
で
言
い
切
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
「
み
じ
か
く
（
短
く
）
言
う
」

　

と
に
か
く
一
文
を
短
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
短

く
言
う
」こ
と
で「
は
っ
き
り
言
う
」こ
と
や「
さ
い
ご
ま

で
言
う
」こ
と
も
上
手
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

やさしい日本語優 易～みんなでやさしい日本語を使ってみませんか～
　
具
体
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
の
文
章
を
「
は
さ
み
の
法
則
」
を
使
っ
て
や
さ

し
い
日
本
語
に
言
い
換
え
て
み
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
文
ず
つ
短
く
し
、
は
っ
き
り
、
最

後
ま
で
言
う
だ
け
で
、
や
さ
し
い
日
本
語
に
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
号
も
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
使
う
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
ま
ず
「
短
く
」
区
切
り
ま
す
。

❶
大
阪
に
住
ん
で
い
る
友
人
と

❷
２
年
前
に
渋
谷
で

❸
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
の
で
す
が
、

❹
友
人
は
「
こ
ん
な
ん
自
分
で
作
っ
た
方
が
お
い

し
い
わ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
次
に
「
は
っ
き
り
」「
最
後
ま
で
」
言
い
ま
す
。

❶
私
の
友
達
は
、
大
阪
に
住
ん
で
い
ま
す
。

❷
私
と
友
達
は
、２
年
前
に
渋
谷
に
行
き
ま
し
た
。

❸
私
と
友
達
は
、
お
好
み
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。

❹
で
も
友
達
は
、「
こ
れ
は
お
い
し
く
な
い
で
す
。

私
が
作
っ
た
方
が
お
い
し
い
で
す
。」
と
言
い

ま
し
た
。

　

大
阪
に
住
ん
で
い
る
友
人
と
２
年
前
に

渋
谷
で
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
の
で
す

が
、
友
人
は
「
こ
ん
な
ん
自
分
で
作
っ
た

方
が
お
い
し
い
わ
」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

か■
制
作
協
力　
株
式
会
社
米
朝

事
務
所

■
応
募
方
法　
郵
便
往
復
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
11

月
18
日
（
金
）
ま
で
に
生
活
情

報
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
１
４
・
８

３
７
３　

八
幡
市
男
山
八
望
３

の
１　

Ｂ
51
棟
）
へ
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）。

※
申
し
込
み
は
１
人
１
回
ま

で
。
重
複
し
て
の
申
し
込
み
は

無
効
。
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
２

人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
を
持
ち
込
ん
で
の
申

し
込
み
は
不
可
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
の
う
え
、
11
月
28
日
ご
ろ
に

返
信
し
ま
す
。

■
申
込
資
格　
市
内
在
住
の
中

学
生
以
上
の
人

■
注
意
事
項　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

中
止
も
し
く
は
定
員
を
減
ら
す

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

桂南光さんほか 落語会とトークショー

問
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎
９
８
３
・
８
４
０
０
）

市制施行45周年記念事業　　　　生活情報センター寄席

落語家 桂南光さん来る！
楽しく学ぼう、撃退！悪質商法

だまされたら
アカン！


